
　
　

勧
告
命
令
は
相
手
に
対
す
る

命
令
だ
け
で
代
執
行
に
つ
い
て
は

読
み
取
れ
な
い
が
法
で
適
応
で
き

る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

上
位
法
を
適
応
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
　

今
ま
で
の
命
令
が
措
置
命
令

へ
と
具
体
的
に
な
り
、審
議
会
の
名

称
も
特
定
空
き
家
と
な
る
が
、審
議

す
る
内
容
も
措
置
命
令
代
執
行
に

関
す
る
内
容
に
変
わ
る
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
今
ま
で
と
同

じ
。

　
　

空
き
家
を
ど
う
処
置
や
利
活

用
す
る
か
だ
け
で
は
な
く
、
代
執

行
の
よ
う
な
物
も
上
乗
せ
し
検
討

す
る
審
議
会
に
な
る
の
か
。

　
　

今
回
は
特
定
空
き
家
等
に
関

す
る
も
の
で
空
き
家
利
活
用
に
関

す
る
も
の
と
は
別
。

　
　

県
か
ら
の
各
市
町
村
に
対
す

る
要
請
や
、
基
金
を
作
る
に
あ
た

っ
て
の
支
援
と
か
は
。

　
　

今
年
度
は
入
っ
て
い
な
い
が

森
林
環
境
税
等
、
計
画
を
進
め
て

い
る
。

　
　

基
金
の
規
模
は
ど
の
程
度

か
。

　
　

３
０
０
万
円
の
基
金
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　

利
活
用
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で

や
る
の
か
。

　
　

子
ど
も
に
木
の
お
も
ち
ゃ
を

提
供
す
る
と
い
う
こ
と
。
あ
く
ま

で
も
地
元
で
と
れ
た
木
材
、
地
元

の
木
工
業
者
が
作
る
お
も
ち
ゃ
を

提
供
し
た
い
。

　
　

基
金
は
、
毎
年
同
額
を
積
み

立
て
て
行
く
の
か
。

　
　

３
０
０
万
円
を
原
資
と
し
て

考
え
て
い
る
。

　
　

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
㈱
飛
騨
ク

マ
と
関
連
は
あ
る
の
か
。

　
　

㈱
飛
騨
ク
マ
と
の
関
連
は
、

今
の
と
こ
ろ
案
は
な
い
。
今
年
、

検
討
す
る
予
定
。

　
　

木
育
の
対
象
と
な
る
年
齢

は
。

　
　

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
対
し

て
お
も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ク
ル
、団
体
等
が
使
用
し
て
い
る
。

　
　

一
人
利
用
で
約
６
０
０
０
円

の
ア
ッ
プ
等
大
幅
な
値
上
げ
と
な

っ
て
い
る
が
、
新
し
い
指
定
管
理

者
の
要
望
か
ら
か
。

　
　

収
入
増
が
狙
い
で
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
・
夏
休
み
等
特
定

日
直
前
割
引
プ
ラ
ン
の
設
定
等
利

用
者
の
回
転
率
を
良
く
し
た
い
。

指
定
管
理
者
の
意
見
を
聞
い
て
収

支
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

　
　

値
上
げ
を
機
に
料
理
メ
ニ
ュ

　
　

部
分
的
に
活
用
と
い
う
制
限

を
加
え
た
中
の
条
例
と
し
て
一
部

残
す
か
、
丸
っ
き
り
廃
止
す
る
と

い
う
案
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

仮
に
、
そ
う
い
う
事
業
が
出

れ
ば
、
都
市
開
発
公
社
を
使
う
こ

と
は
可
能
な
の
で
、
使
っ
て
や
る

こ
と
に
な
る
。

　
　

賦
課
限
度
額
の
最
高
限
度
額

に
な
る
世
帯
数
が
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
。

　
　

平
成
27
年
度
は
、
基
礎
賦
課

限
度
額
19
世
帯
。
後
期
高
齢
者
支

援
均
等
賦
課
限
度
額
31
世
帯
。
介

護
納
付
金
賦
課
限
度
額
９
世
帯
。

　
　

古
川
町
森
林
公
園
管
理
棟
の

利
用
実
績
は
年
間
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

平
成
25
年
度
、
２
５
６
組
。

平
成
26
年
度
、
１
３
３
組
。
サ
ー
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常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
議

内
容
の
一
部
を
Ｑ
＆
Ａ
に
て
掲
載
し
ま
す
。

委
員
会
の
審
議
内
容

Q & A◆�

議
案
第
82
号

飛
騨
市
廃
屋
対
策
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◆�

議
案
第
83
号

飛
騨
市
積
立
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◆�

議
案
第
84
号

飛
騨
市
土
地
開
発
基
金
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て

◆�

議
案
第
85
号

飛
騨
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

◆�

議
案
第
87
号

飛
騨
市
使
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

◆�

議
案
第
88
号

飛
騨
市
種
蔵
山
里
の
暮
ら
し

体
験
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

産
業
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

木のおもちゃのイメージ

板倉の宿「種蔵」



ー
を
変
え
、
新
た
な
付
加
価
値
を
つ

け
る
の
か
。

　
　

冬
場
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
商
品

も
揃
え
、
じ
ゃ
ら
ん
・
楽
天
ト
ラ

ベ
ル
の
活
用
で
新
し
い
客
を
増
や

し
、
地
の
食
材
や
景
観
を
生
か
し

た
商
品
開
発
に
努
め
、
平
成
28
年

度
は
宿
泊
を
８
０
０
名
に
も
っ
て

行
き
た
い
。

　
　

今
回
市
が
出
資
す
る
保
安
林

は
な
ぜ
黒
内
な
の
か
。

　
　

黒
内
字
下
芦
谷
の
山
林
は
市

有
地
の
上
、
地
籍
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
ま
た
ナ
ラ
・
ブ
ナ
の
木

等
が
多
く
、
新
商
品
開
発
に
適
し

て
い
る
。

　
　

㈱
飛
騨
の
森
で
ク
マ
は
踊
る

の
資
本
金
は
２
０
０
０
万
円
で
出

資
の
比
率
は
飛
驒
市
が
50
％
、
㈱

ト
ビ
ム
シ
25
％
、
㈱
ロ
フ
ト
ワ
ー

ク
25
％
で
は
な
い
か
。

　
　

飛
騨
市
の
出
資
金
は
現
金

２
０
０
０
万
円
と
約
４
０
５
万

円
の
保
安
林
、
㈱
ト
ビ
ム
シ

１
０
０
０
万
円
、
㈱
ロ
フ
ト
ワ

ー
ク
１
０
０
０
万
円
の
合
計
約

４
４
０
５
万
円
が
全
体
の
出
資
金
。

　
　

㈲
吉
城
環
境
管
理
セ
ン
タ

ー
、㈱
神
岡
衛
生
社
、岐
阜
県
環
境

整
備
事
業
協
同
組
合
に
対
す
る
申

立
て
の
内
容
に
つ
い
て
近
隣
市
町

村
は
同
じ
よ
う
な
業
者
に
ど
の
様

に
対
応
し
て
い
る
か
。

　
　

私
共
と
同
じ
よ
う
に
各
市
町

村
は
対
応
し
て
い
る
と
思
う
が
具

体
的
に
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　

市
民
か
ら
引
き
続
き
つ
づ
け

て
ほ
し
い
旨
の
要
望
は
な
か
っ
た

か
。

　
　

担
当
部
に
は
届
い
て
い
な

い
。

　
　

電
気
の
自
由
化
に
伴
い
１
～

２
年
の
延
長
は
で
き
な
い
か
。

　
　

今
回
２
年
間
の
延
長
し
た
こ

と
で
も
あ
り
、考
え
て
い
な
い
。

　
　

土
地
開
発
基
金
の
廃
止
後
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
　

基
金
を
利
用
し
た
土
地
取
得

の
必
要
性
が
薄
れ
、
必
要
な
場
合

は
一
般
会
計
で
購
入
す
る
。

　
　

老
人
福
祉
施
設
整
備
補
助
金

の
利
用
の
事
業
者
は
。

　
　

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
き

り
ん
。

　
　

利
用
者
の
認
知
症
へ
の
効
果

は
。

　
　

介
護
度
が
悪
化
し
な
い
よ
う

な
効
果
が
あ
る
。

　
　

大
雪
被
害
は
今
回
補
正
の
保

育
所
施
設
雪
害
修
繕
事
業
費
の
範

囲
で
す
べ
て
修
繕
で
き
る
の
か
。

　
　

こ
れ
で
す
べ
て
修
繕
で
き

る
。

　
　

河
合
保
育
園
は
新
築
さ
れ
た

ば
か
り
だ
が
、壊
れ
た
部
分
は
。

　
　

屋
根
の
部
分
で
雪
が
凍
っ
て

な
か
な
か
落
ち
ず
、
大
量
に
落
ち

た
時
に
破
損
。

　
　

設
計
、
工
事
等
ど
こ
か
に
ミ

ス
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

子
育
て
支
援
と
し
て
検
討
す

る
。

　
　

民
事
調
停
業
務
委
託
事
業
の

１
１
１
万
円
補
正
の
理
由
は
。

　
　

下
水
道
整
備
に
よ
り
、
経
営

基
盤
に
影
響
が
あ
る
事
業
者
に
事

業
転
換
を
支
援
す
る
た
め
合
理
化

協
定
を
締
結
し
、
随
意
契
約
に
よ

り
転
換
業
務
を
発
注
し
て
き
た
が

競
争
入
札
制
度
の
導
入
を
進
め
る

た
め
、
民
事
調
停
に
よ
る
説
明
を

行
う
経
費
と
し
て
計
上
。

　
　

合
理
化
計
画
に
つ
い
て
県
下

の
他
市
町
村
の
対
応
は
。

　
　

市
長
会
で
は
話
は
出
て
い
な

い
。
同
一
歩
調
で
進
め
て
い
る
の

で
は
な
く
、
市
単
独
で
の
や
り
方

で
あ
り
、
合
理
化
調
停
締
結
時
よ

り
も
調
停
料
や
契
約
金
等
で
有
利

と
な
る
。

　
　

今
、
市
内
の
業
者
で
契
約
で

き
る
業
者
は
。

　
　

契
約
会
社
は
二
社
で
あ
る
。

二
社
の
競
争
が
あ
っ
て
も
い
い
。

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
稼

働
し
、
取
り
扱
う
場
所
が
一
か
所

と
な
っ
た
が
市
民
の
苦
情
等
は
。

　
　

毎
月
第
１
、３
日
曜
日
運
行

は
ゴ
ミ
の
運
行
と
重
な
り
、
車
の

渋
滞
が
あ
り
一
部
苦
情
と
な
っ
て

　
　

想
定
外
の
大
雪
で
あ
り
、
設

計
等
の
ミ
ス
は
な
い
。

　
　

他
市
町
村
保
育
負
担
が

１
２
８
万
円
か
ら
８
０
０
万
円
を

超
え
る
大
幅
補
正
の
理
由
は
。

　
　

12
月
末
の
締
切
時
は
２
名
の

予
定
が
11
名
に
増
え
た
。

　
　

11
名
の
他
市
町
村
利
用
の
理

由
と
利
用
地
は
。

　
　

勤
務
地
で
の
利
用
を
望
ま

れ
、高
山
市
へ
10
名
、里
帰
り
出
産

で
郡
上
へ
１
名
。

　
　

入
園
、
入
学
祝
い
金
制
度
で

居
酒
屋
で
の
使
用
が
あ
る
。
利
用

で
き
る
店
の
範
囲
を
限
定
し
て

は
。

　
　

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
す

る
。

　
　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
遊
び

場
の
設
置
や
遊
具
の
補
助
制
度
の

Ｐ
Ｒ
不
足
が
あ
る
。
ま
た
補
助
率

の
ア
ッ
プ
を
考
え
て
は
。
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二
十
七
年
度
補
正
予
算
審
議

　予
算
特
別
委
員
会
Q&A

◆�

議
案
第
89
号

財
産
の
出
資
に
つ
い
て

◆�

議
案
第
91
号

飛
騨
市
克
雪
住
宅
整
備
補

助
金
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆�

議
案
第
90
号

民
事
調
停
の
申
立
て
に
つ

い
て

遊具のある広場

総
務
部

環
境
水
道
部

市
民
福
祉
部



　
　

倒
木
の
調
査
、
復
旧
は
終
わ

っ
た
の
か
。

　
　

林
道
は
復
旧
し
た
が
作
業
道

に
つ
い
て
は
所
有
者
管
理
と
な
っ

て
い
る
が
８
割
補
助
し
、
森
林
組

合
と
協
議
し
道
路
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
進
め
る
。

　
　

竹
の
子
栽
培
研
究
と
は
。

　
　

下
数
河
で
、
山
際
の
畑
を
整

備
し
、姫
竹
の
子
を
栽
培
予
定
。

　
　

エ
ゴ
マ
で
下
呂
市
で
の
画
期

的
な
作
業
や
取
り
組
み
が
話
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
飛
騨
市
の
10
年

以
上
の
研
究
や
取
り
組
み
成
果

は
。

　
　

中
山
間
農
業
研
究
所
や
グ
ル

ー
プ
で
研
究
さ
れ
て
い
る
が
刈
取

り
後
の
洗
浄
作
業
が
困
難
の
た
め

伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　
　

作
付
け
面
積
を
増
や
す
支
援

は
。

　
　

人
気
は
高
い
が
、
収
獲
量
が

少
な
く
、
１
キ
ロ
２
０
０
０
円
程

度
で
安
く
、
自
家
用
と
し
て
栽
培

さ
れ
て
い
る
が
、
販
売
用
と
し
て

の
普
及
は
頭
打
ち
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

池
ケ
原
湿
原
の
破
損
し
た
木

道
の
修
理
は
。

　
　

春
に
は
若
干
の
修
理
や
危
険

な
と
こ
ろ
の
滑
り
止
め
等
の
応
急

処
置
で
対
応
。
今
後
岐
阜
大
学
の

林
先
生
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
木

道
改
修
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
、別
の

場
所
へ
の
移
動
等
ど
の
よ
う
に
設

置
す
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。

　
　

池
ケ
原
湿
原
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

人
た
ち
に
も
相
談
し
進
め
て
ほ
し

い
。　

　
　

相
談
し
な
が
ら
進
め
る
。

　
　

産
業
委
員
会
で
㈱
飛
騨
の
森

で
ク
マ
は
躍
る
に
山
林
財
産（
評

価
額
４
０
４
万
９
２
８
０
円
）を

出
資
す
る
と
説
明
さ
れ
た
が
資
本

金
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

資
本
金
は
２
０
０
０
万
円
。

出
資
金
は
４
４
０
４
万
９
２
８
０

円
と
な
り
ま
す
。

　
　

森
林
組
合
よ
り
３
０
０
万
円

の
寄
付
金
は
適
法
か
。

　
　

森
林
組
合
は
事
業
の
委
託
料

は
支
払
っ
て
い
る
が
運
営
に
は

補
助
金
は
出
し
て
い
な
い
。
合

併
時
の
１
億
円
の
補
助
金
は
機

械
の
購
入
費
と
し
て
使
用
、
26
年

度
３
７
０
０
万
円
位
の
利
益
が
あ

り
、
利
益
の
な
か
よ
り
３
０
０
万

円
が
市
に
還
元
さ
れ
た
。

　
　

雪
害
で
破
損
し
た
ス
キ
ー
場

内
の
建
物
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

指
定
管
理
者
の
希
望
も
あ

り
、
復
元
や
立
て
直
し
は
行
わ

ず
、
解
体
し
て
更
地
と
す
る
。
管

理
セ
ン
タ
ー
も
一
部
破
損
し
て
お

り
、
今
後
の
使
用
方
法
を
検
討
す

る
。

　
　

今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
人
気
が
良
く
、
購
入
で
き
な
い

人
も
い
た
。
他
の
旧
町
村
で
の
購

入
や
割
り
当
て
、
一
人
20
万
円
制

限
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

前
回
２
億
円
販
売
で
、
一
人

10
万
円
に
制
限
し
た
が
完
売
ま
で

に
１
週
間
要
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
受
け
て
検
討
し
、
３

会
議
所
の
割
り
振
り
を
決
め
、
一

人
20
万
円
ま
で
と
し
た
。
今
後
は

販
売
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
反
省

点
を
含
め
て
検
討
。

　
　

国
庫
補
助
金
の
内
示
額
が
５

割
近
く
に
低
い
要
因
は
。

　
　

国
の
補
助
枠
が
決
ま
っ
て
い

る
た
め
、
要
望
額
が
多
く
配
分
が

抑
え
ら
れ
る
た
め
。

　
　

こ
の
よ
う
な
内
示
率
は
毎
年

の
こ
と
か
。

　
　

昨
年
度
も
減
額
さ
れ
た
が
、

今
年
は
さ
ら
に
低
く
な
っ
て
い

る
。
国
は
防
災
・
安
全
に
関
す
る

事
業
や
施
設
の
長
寿
命
化
事
業
に

重
点
配
分
し
て
い
る
。

　
　

市
道
の
倒
木
処
理
や
道
路
点

検
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
確
認
し

て
い
る
が
、
積
雪
に
よ
る
通
行
困

難
の
路
線
に
つ
い
て
は
確
認
が
遅

れ
た
。
６
月
初
め
に
は
ほ
と
ん
ど

の
路
線
の
確
認
を
行
っ
た
。

　
　

学
校
等
施
設
の
雪
対
応
は
。

　
　

見
回
り
を
行
い
、
積
雪
状
況

に
よ
り
雪
お
ろ
し
等
を
実
施
。

い
る
。

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
等
で
再
利
用
で

き
る
物
資
の
再
利
用
の
利
活
用
は

で
き
な
い
か
。

　
　

持
ち
込
ま
れ
る
も
の
で
使
用

で
き
そ
う
な
家
具
等
は
な
い
。
で

き
る
か
現
状
を
把
握
し
て
い
る
。

　
　

豪
雪
に
よ
る
農
業
、林
業
、果

樹
園
の
被
害
は
。

　
　

農
業
被
害
は
ハ
ウ
ス
等
が

39
楝
、
果
樹
13
・
４
ha
、
獣
害
防

止
柵
２
９
５
９
ｍ
で
合
わ
せ
て

７
２
３
０
万
円
。
山
林
22�

ha
、
林

道
、作
業
道
17
㎞
。

　
　

倒
木
、
危
険
木
処
理
補
助
金

の
利
用
は
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
個
人
２
件
、
森

林
組
合
委
託
３
件
。
再
度
区
長
を

通
じ
周
知
す
る
。
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農
林
部

企
画
商
工
観
光
部

基
盤
整
備
部

教
育
委
員
会

被害を受けた果樹

倒れ重なった倒木

傾いた木道


